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コンクリート片落下による通行止めについて（第３報） 

～ 復旧作業を開始 ～ 

 

 

 
 

 

 

 

【復旧作業の概要】 

 ・剥落部（塩害※劣化等によってはがれ落ちた部分）とその近傍の浮き部を除去 

 ・剥落部とその近傍の浮き部を除去した箇所にはネット等による剥落対策を実施 

 ※鉄筋コンクリートによる塩害とは、海水飛沫などの塩分の影響により、コンクリート中の鉄筋が錆び膨

らむことでコンクリートのひび割れや剥がれに繋がる現象をいいます。 

 

７月１８日（日）１５：００現在の国道の通行止め区間について 

【事象発生箇所】（変更なし） 国道２２８号 白神覆道 

【規 制 区 間 】（変更なし） 国道２２８号 松前郡
まつまえぐん

福島町
ふくしまちょう

松浦
まつうら

～松前郡
まつまえぐん

松前町
まつまえちょう

白神
しらかみ

 

延長＝約６．０ｋｍ 

【迂 回 路】（変更なし） 国道２２８号～道道江差木古内線～国道２２８号 

         延長＝約１４７．５ｋｍ 

【落下したコンクリート片の規模】（変更なし） 縦：約６ｍ、横：約４ｍ、厚さ：約６ｃｍ 

 

※道路の通行規制情報はこちらをご覧ください。 

「北海道地区道路情報」 http://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/RoadInfo/ 

 

 

 

 

 令和３年７月１７日１７時頃、国道２２８号松前郡
まつまえぐん

松前町
まつまえちょう

白神
しらかみ

において、道路上に覆道の天

井からコンクリート片が落下したことから、松前郡
まつまえぐん

福島町
ふくしまちょう

松浦
まつうら

～松前郡
まつまえぐん

松前町
まつまえちょう

白神
しらかみ

間の 

約６．０ｋｍにおいて、国道の通行止めを行っております。 

 本日行った有識者による現地点検結果を踏まえ、復旧作業を開始しましたのでお知らせしま

す。早期復旧に努めていますので、御理解と御協力の程よろしくお願いいたします。 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局 函館開発建設部 

         広報官      齊藤 整 （0138）42-7702（内線 216） 

道路計画課長   武田 祐輔（0138）42-7614（内線 351） 

函館開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/hk/ 



国道２２８号白神覆道 復旧作業状況

＜今回の剥落による影響で続落の可能性が残る周辺箇所を一旦除去している作業の様子＞

至 松前町

至 福島町


